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10/8～１１ 障害者の文化芸術国際フェスティバル

障がいのある人と

ない人が共につく

る「じゆう劇場」

による公演

10/8（水）
ポップアップステージ東外

10/8（水）～10/10（金）
EXPOホール

県内の障が

いのある方

の作品を展

示

鳥取県も出演･出展し、全国から舞台芸術やアート展示など

河森館×鳥取県 いきもの探しはデカルチャー in鳥取

観察会参加者から河森プロデューサーが選考した方を
「いのちめぐる冒険」パビリオンに御招待＆表彰︕（9/23）

コカ・コーラ ボトラーズジャパン水源の森ほうき(伯耆町)でアニメ監
督・河森正治氏プロデュースのパビリオン「いのちめぐる冒険」と連携した
自然観察会「いきもの探しはデカルチャーin鳥取」を開催（9/13）

♢「いきもの探しはデカルチャーin鳥取」の集計結果を発表
♢招待者がいきものコレクションアプリ「バイオーム」に投稿したいきものについて発表

◇鳥取県と河森館とで、ネイチャーポジティブの実
現に向けて連携協定を締結（4/30）

◇県内9箇所で自然観察会をスタート（7/13〜）
◇最終日9/13 河森プロデューサー、（株）バイ

オーム 藤⽊社⻑も来県し、一緒にいきもの探し

鳥取県ゾーンでメモリアルシーンを！

■抽選で鳥取県ゾーンの貸切体験をプレゼント。
■プロポーズ、グループの記念行事など、貸切してやってみたい

熱いメッセージを添えて、ご応募ください。
【応募期間】9/2～16（必着） 【募集人数】20組（１組あたり10人を上限）
【対 象】9/20～10/6の20時～21時に関西パビリオンに

来場可能なカップル・グループ等
【応募方法】応募サイトから希望日や連絡先等入力して応募

万博レガシー継承事業

鳥取県ゾーンのプロジェクションマッピング
やサンド・アライアンスパビリオンの展示な
ど、県内観光施設で観光資源として活用し、
万博の賑わいを本県につなげます。

ヨルダン館の赤い砂が鳥取へ
スターウォーズなどで有名なワディ・ラム
の赤い砂が、万博終了後に県内で展示へ！

9月補正：３0百万円

砂丘（サンキュー）！砂要る（スマイル）？特別プレゼント!!
■9/20から、甲子園のように袋に詰めて鳥取県ゾーンの砂を、
持ち帰る特別プレゼント！【先着1万人】

■｢万博の記憶｣として鳥取砂丘の砂を大切にお手元においてみては！
※砂は国立公園外で採取したものです

■県内観光地に設置する奉納箱に入れていただいた方には、
先着で３９０名に、記念ステッカーをプレゼント！

（奉納期間：～12/28、奉納箱は県内3か所）



９月補正予算（案）の編成 総額 1,150百万円

県産日本酒のプロモーション強化・生産性向上支援

地元自治体と連携した県立高校住環境整備 ７百万円

１０百万円

千代川

 新市場への販路開拓に向けたプロモーションの強化
日本酒をはじめとする県産品の更なる販路拡⼤を図るため、欧州においてプロモーションを実施

 酒米急騰にかかる緊急支援
酒米の急騰を乗り越えるため、製品への⼤幅な価格転嫁が困難な酒蔵が実施する生産性向上や高付加価値化に対し、酒造組合を通じ緊急支援
【補助対象者】鳥取県酒造組合 【補助率】１０/１０
【補助対象】生産性向上等に繋がる機械導⼊や更新、付加価値の高い日本酒の開発、展⽰会への出展 等

係留施設整備と利用者負担の適正化

 ７号岸壁に６隻分の係留施設整備
着⼯︓R7.11⽉、完成︓R8.3⽉
賀露１号物揚場の背後は店舗・住宅の密集エリア。
特に、白イカシーズン(5〜10⽉)において、遊漁船利⽤者の駐⾞場

不⾜や深夜・早朝の騒⾳・光害等が発生

→ 対岸の７号岸壁に６隻分の係留施設を整備、遊漁船の係留場所
を賀露１号物揚場から分散し、駐⾞場不⾜等も緩和

9⽉補正︓８百万円

店舗・住宅の密集エリア

賀露１号物揚場
７号岸壁

【鳥取県港湾管理条例の改正】

 県内港湾施設の岸壁及び物揚場に係る使⽤料の適正化
・５トン以上の区分を廃止（総トン数に応じた使⽤料）
・プレジャーボート、遊漁船の岸壁使⽤料の区分を新設 → 82,000円／隻・年 等
→これにより、使⽤料の不均衡を解消(米⼦港は係留施設整備後から徴収を予定)

⇒９⽉議会に条例案を提出（来年度から適⽤）

 県⽴高校魅⼒化推進に向けた連携協定（R7.4.28）に基づく初めての連携事業として、
北栄町と協調して鳥取中央育英高校の⼥⼦寮を整備（６室）

→ 県は、改修費及び設備整備費の北栄町実質負担額の1/2を支援
R7年度︓設備整備、寮運営団体（※）の⽴ち上げ
※ 「育英を応援する会」（OB及び保護者等により組織する任意団体）

R8年度︓生徒受け⼊れ開始



県社協に災害中間支援組織を設置（9/5）

空気清浄機「Airdog」を扱う(株)エアドッグジャパンと協定
（自治体と同社の協定締結は全国初）
避難所環境改善を図り災害関連死を防止

県社協と大規模災害時に災害支援団体の活動を調整する
「災害中間支援組織」の設置・運営に関する協定を締結

災害支援活動調整

全国域の
災害中間支援組織

・被災地状況やニーズの共有
・活動先などの調整 参加

（県社協）

災害中間支援組織
県

県内関係団体

災害専門NPO・
ボランティア団体

平時から連携

県内ネットワーク構築
災
害
支
援
団
体

被災地の被害情報や被災者ニーズ、団体の活動情報を
相互に共有することで、災害専門NPO等が効果的に活動

避難所環境改善協定締結（9/9）

○平時から避難所施設へ空気清浄機配置
（無償上限1,000台）

○災害時に迅速に避難所改善
○避難所となる施設で環境改善効果を検証

○災害中間支援組織設置・運営の体制を整備（9月補正︓4百万円）
◆県社協を核として県内外の災害支援団体と平時から連携を構築
【県内】とっとり県⺠活動活性化センター、⽇野ボランティア・ネットワーク 等
【県外】JVOAD（ジェイボアード、全国域の災害中間支援組織）
◆県内の災害支援団体受入・支援環境を整備

・災害中間支援の理解促進を図るためのセミナー ・災害時活動に必要な資機材の整備 等

災害時

開催

鳥取県⻄部地震から25年

とっとり防災フェスタ2025（9/20、ウインズ米子）

⻄部地震25年シンポジウム(10/6、米子コンベンションセンター)
「災害に強い「支え愛」のまちづくり ～経験から学び、未来につなぐ～」

○基調講演（神⼾⼤学名誉教授 室﨑益輝）
○パネルディスカッション（日野ボランティア・ネットワーク 山下弘彦、災害福祉支援

センター 白鳥孝太 ほか）

• 平成12年10月6日に発生した鳥取県西部地震から25年が経過
• 当時に思いを馳せ、地震等の災害へ備える意識を高める

【訓練】 倒壊建物・事故車両からの救出・救命、ヘリ輸送、ドローン偵察 等
【ブース】 防災関係車両展示、家族で楽しめる各種体験コーナー
【ステージ】 鳥取県自主防災組織等知事表彰 等

地震を想定した実動訓練やブース展示等、見て、体験して、楽しみながら災害
への備えを学べる防災イベントを開催

「ぼうさいこくたいin新潟」（9/6、7）
 産学官民の関係者が交流する日本最大級の防災イベント

「ぼうさいこくたい2025in新潟」(新潟市)に出展(パネル展示)
• 全国に先駆けて実施している災害ケースマネジメント、支え愛マッ

プ、南海トラフ地震対策をパネル展示やリーフレットで全国からの
来場者に紹介

 併せて、南海トラフ地震の広域支援体制構築に向け、
中原八一 新潟市長と協議（派遣職員の人材育成など）



⼈権尊重の社会づくり条例の改正を検討へ「情報的健康」とっとりプロジェクトの本格始動

情報を⾒極めることの重要性を伝える活動を全国に先駆けてスタート
（９月補正：6,000千円）

全国フォーラムの県内開催
適切な情報摂取「情報的健康」を鳥取から全国に発信

鳥取県情報的健康サポート企業制度（仮称）
県内企業・団体ともタッグを組み、情報リテラシー向上の機運をさらに向上

世界的ファクトチェック大会への参加
⼤会前に学びの場を提供し、スキルアップを支援

ショート動画で啓発強化
県内の学生と制作したショート動画を県公式SNSやテレビCM等で発信

選挙、地震、津波、社会不安などを契機に、フェイク、なりすまし、
詐欺、扇動、人権侵害、誹謗中傷、分断等のリスクが全国的に上昇

・危険性や情報の真偽の見極め方をゲーム感覚で学ぶワークショップ
・県民向け啓発ショート動画を作成するためのアイデアソン など

9.12から

「スクールキャラバン」をスタート
（鳥取大学、鳥取湖陵高校、鹿野学園中学など計９校を訪問）

⽶⼦ソウル便利⽤促進に向けた関係者連絡会議の開催
⽶⼦ソウル便の早期復便に向けたインバウンド・アウトバウンド等の対策を協議（9月４日）

＜今後の主な施策＞
【インバウンド】 外国人向け名探偵コナンミステリツアーパス＆コナングッズのプレゼントキャンペーン 【アウトバウンド】 地元フリーアナウンサーと連携した旅⾏ツアー実施

県内店舗で割引特典等を受けられる特別クーポン配布 等 エアソウルファンクラブポイント2倍キャンペーン 等
【交流拡大】 ⼤学生交流、スポーツ交流など交流事業の活性化 等
※９⽉補正︓個人客対策として、利⽤ニーズが高い観光地周遊タクシー運⾏支援を要求(10,000千円）

SNSなどインターネット上の差別行為の人権侵害等の発生・被害拡
大を防止するため、条例改正を含め緊急に対策を講じる。

【経緯】
・令和３年度に、インターネット上の行為を含む「人種、国籍、民族、信条、年齢、性別、

性的指向、性自認、障がい、感染症等の病気、職業、被差別部落の出身であること
等を理由とするあらゆる差別を禁止する」先進的な条例改正を行った。

【改正案の概要】
・誹謗中傷や差別行為等について、表現の自由に配慮しつつ削除要
請を行う

・削除要請に応じない場合に、公表・行政罰の適用を視野に、実効
性ある措置を検討

・インターネットリテラシーの向上や削除要請の実施状況の公表に
ついても明文化を検討

※インターネット上の差別行為等を抑制するための新たな改正を行
い、条例の実効性を高める。（早ければ年内改正を目指す。）



みんなで一緒に咲かさいやプロジェクト事業
～性別によるアンコンシャス・バイアスへの気づきや性別役割分担意識の解消に向けた県民運動の展開～

(９月補正：６百万円)

とっとり手話フェス2025
手話に関する体験コーナーやイベント 盛りだくさんの３日間︕

９月13日(土)〜15日(月・祝)
エースパック未来中⼼、県⽴美術館、ふれあい広場

・手話パフォーマンスミニステージ（男組、HANDSIGN、地元小学生 ほか）
・NHK手話ニュース体験ブース ・手話通訳付き対話鑑賞＠県美
・東京2025デフリンピックPR ・手話通訳付きバスボムワークショップ

 10月に大阪・関⻄万博で開催される「障害者
の文化芸術国際フェスティバル」のプレイベント

 全国の障がいのある作家達の優秀作品を展示

｢障害者の文化芸術国際フェスティバル」アール・ブリュット展

前田泰宏さん「石灰華の滝」／大阪

せっかいかまえだやすひろ

• ９月13日(土)〜28日(日)
• 県⽴美術館 コレクションギャラリー４

第12回全国高校生手話パフォーマンス甲⼦園
■９月１４日（日）エースパック未来中⼼
■佳⼦内親王殿下御臨席の下、全国の高校生チームが、演劇、コント、ダンスなどの手話パフォーマンスを熱演
■東日本大震災や聴覚障がい者の逸失利益問題などの社会テーマを扱った演劇、コミカルなコント、ダンス大会
強豪校による応援歌のダンスを手話を使って高校生が表現します。

■激戦の予選会を勝ち抜いた１２都府県の１６チーム（２１校）が出場
・今⼤会初めて、県境（東京都と埼玉県）を越えた学校同士のチームが本⼤会出場
・６校が本⼤会初出場 ・県内からも２校出場（米⼦東高、米⼦松蔭高校）

ポスターデザイン

最優秀賞作品

高校３年 安藤 ⾥菜さん
あんどう りな

高校生作品41点から決定⼊場無料・観覧⾃由

【対象(例)】 ⾃治会、⾃治会連合会、まちづくり協議会などの団体の取組を支援
・自治会の⼥性役員の登⽤や活動が盛んな先進地の視察
・⼥性も参加しやすい自治会の環境・機運づくりに関するセミナーやワークショップ等
・県内自治会同士の情報交換会

⾃治会の⼥性役員の増加に取り組む団体を応援︕
→地域の男⼥共同参画、多様な担い手が活躍できる環境づくりへ

男女共同参画に取り組む自治会等への支援補助金 「これってアンコン！？」川柳コンテスト

[県内の⼥性自治会⻑の割合] (R6)
4.4%（121人/2,763人）

家庭や職場等での話し合い・気づきのきっかけに

伝えたい、私(達)が気づいた 性別によるアンコンシャス・バイアス
【募集期間】Ｒ７年１２⽉〜Ｒ８年１⽉
部門(小学生・一般等)ごとに募集、一般投票など県⺠参画型のコンテスト

集まりが増える年末年始等にみんなで話して応募しよう︕



TTり県へTラベル︕ウェルカニアンバサダー
“TT兄弟”ことチョコレートプラネットさんが就任

「とっとり方式認知症予防プログラム」の台湾普及

台湾のシンクタンク等が「とっとり方式認知症予防プログラム」の効果等を評価し、台湾での普及を希望（国外初）
⇒プログラムの普及に向けて、本県、鳥取⼤学浦上教授及び台湾２団体とで覚書を締結（９⽉４日）

覚書締結（4者）
・財団法人中華経済研究院 ・鳥取大学浦上教授
・台湾高齢産業創新発展協会 ・鳥取県

とっとり方式認知症予防プログラム
・メニュー（運動、座学、知的活動）週１回２時間（２４週間実施）
・認知機能、身体機能向上（エビデンスあり）
・日本財団との共同プロジェクトとして本県独自に開発（鳥取⼤学・伯耆町・鳥取県が連携。平成30年度に開発）

ＴＴり県へTラベル︕ ウェルカニキャンペーン
＜R7.10.14〜R8.3.19＞

ﾃｨｯﾃｨ ﾃｨ

県全域で万博後の観光誘客を促進

今日はまるごと鳥取県ナイター 開催︕

プロ野球広島‐DeNA戦でトップセールス
鳥取の魅⼒を発信（まんが王国、食パラダイス）
9⽉3日（MAZDA Zoom-Zoomスタジアム広島）

● 鳥取県で野球と農業の“⼆⼑流”
川口和久さん 始球式（元広島東洋カープ投手）

● 特産品販売
新甘泉、とうふちくわ、牛骨ラーメン など

● 両チームに「星空舞」を贈呈

● 星空舞と特産品の詰合せプレゼント（10名）
● 名探偵コナンミステリーツアーをはじめ観光PR

● トリピー、江⼾川コナンによるグリーティング
● ⼆⼗世紀梨ジュースの振舞

✓県内宿泊で毎月100名（総勢500名）にカニが当たる宿泊キャンペーン
（10/14〜2/28）

✓公式SNSフォロー＆リポスト等で各22名に蟹取県詰合せが当たるSNSキャンペーン
・第１弾（10/14〜10/31） ・第２弾（11/6〜12/13） ・第３弾（1/13〜３/19）

✓ショート動画によるSNS発信(⼥⼦旅・蟹取応援団) （12⽉頃公開）
✓コラボフェア＠新橋アンテナショップ（11〜12⽉予定)

ﾃｨｯﾃｨ ﾃｨ

「アフター万博」対策として、万博で向上した鳥取（＝TTり）の
認知度を活かし、カニシーズンを迎える本県へのTラベルを加速
カニと温泉など、「とっとリアル・パビリオン」で様々な旬の情報を発信

ﾃｨｯﾃｨ

ﾃｨ



BeSeTo演劇祭29 （9/20～10/12)９／９駐日インド大使館で「とっとりデー」開催

◆鳥取県インド・観光文化ビジネスセミナーを開催

県内企業とインド関係機関等とのビジネスマッチング

大成工業(株)、 (株)NOTIS Lab. 、(株)R0、東亜ソフトウェア（株）

インドへの日本酒販路拡大・インバウンド誘客促進

チーム鳥取・インド輸出蔵元会、鳥取県観光大使MAYO氏による

本県観光魅力PR

◆本県観光・物産PRブース出展、インド向けビジネス紹介

旬の二十世紀梨、県産日本酒で鳥取の食PR、企業PRブース出展

鳥取県 ・ 駐日インド大使館共催で、シビ・ジョージ大使を交え

鳥取の観光・文化・食・ビジネスの交流促進！初開催！！

チーム鳥取・インド輸出蔵元会

MAYO氏 鳥取の食 PR

３年に１度、日中韓の３か国の演劇を

鳥取県立美術館など、県内各所で上演

秋のサイクリングシーズン到来！

「鳥取だいせんサイクルバス」の試験運⾏︕
10月11日〜11月30日

土日祝
［1日7便（⼤山⼝駅発4便、⼤山寺発3便）］

大⼭⼝駅〜大⼭寺鳥取県 × 日本交通

とっとり⾃転⾞旅デジタルスタンプラリー︕
９⽉20日〜11⽉30日
鳥取うみなみロード沿線の50か所にスタンプ設置
（サイクルカフェ、コグステーション、優しい宿）

秋の鳥取を巡り、豪華賞品（鳥
取和牛、鳥取うみなみロードロゴ
オリジナル商品）をGETしよう︕

【⻄部】 サイクルカーニバル(9/7)
＜初開催＞とっとり日野路を満喫︕

サイクリングフェスティバル(9/14)
ヒルクライムin⼤山(9/28)
⼤山はまなすサイクリング(10/5)

【中部】 グランフォンド倉吉（10/12）
【東部】 鳥取すごい︕ライド（10/19）

「ナイトミュージアム×マッチングイベント in YONAGO」

大規模マッチングイベント今年度第２弾︕
〜夜の美術館で始まる出会いの交響曲〜

9月20日（土）＠⽶⼦市美術館
定員︓男⼥50名ずつ（申込〆切9/11）

・オミカレ社のマッチングアプリ「オミカレLIVE」を
活⽤したマッチング

・アート鑑賞やアート体験、フルーツサンド等を
食べながらフリータイムデート
※今年度5⽉の砂丘イベント

108名参加→28組のカップルが誕生

×

シンフォニー

秋のサイクリングイベント、続々開催︕

中国劇団による夢と友情のミュージカル

『シャイニング・フレンズ』 （米子市公会堂）

鳥の劇場による親子で楽しめる演劇

『梨っこ』 （県立美術館）
・令和元年以来、６年ぶりの鳥取開催
・毎年開催の「鳥の演劇祭」と合同開催
・日中韓 ３か国の学生による演劇も上演
・演劇祭・県立美術館めぐりバスツアー

9/20・21

10/4・5



新宿タカシマヤでの“食パラダイス鳥取県 産直フェア”
（９／１０～９／１４）

〇(株)日本産直空輸、新宿タカシマヤと連携し、とれとれ、ピチピ
チの鮮度抜群の県産品をお届け︕
⇒ 朝獲れの墨なし⽩イカ（⽩輝姫）や⼆⼗世紀梨・新⽢泉などの

生鮮品をANAで空輸
※フェア当日（９／１０）にトップセールス（試食販売、ノベルティ配布等）

とっとり梨フェア (９/4～9/３０ とっとり・おかやま新橋館）

「べストペア（＝梨）」任命式（9/8）
武尊さん（とっとりふるさと大使）ご夫妻を「ベスト
ペア（＝梨）」に任命しお祝い。
鳥取の梨をテーマにトークショー等を開催

旬の鳥取産二十世紀梨・新甘泉を全国にアピール！

•「蛇口から梨ジュース」(初登場）
•オリジナル梨スイーツ（鳥取の梨をふんだんに使用した
「プレミアムとっとり梨パフェ」、タルト、スムージーな
ど）の提供

•二十世紀梨・新甘泉の販売

「もっと地もっと食べよっと×フェアプライス」
（9/1～11/30）

「やきとりJAPANフェスティバルin倉吉」
9/27（土）、28（日） 県立美術館前広場

鳥取が誇る銘柄鶏や鳥取地どりピヨの魅力を全国に発信
県内の焼き鳥店４店舗が出店

（北の大地、とり甚、ときや、鹿野地鶏）

北海道から沖縄まで全国の焼き鳥の名店が集結！
主催：やきとりJAPANフェスティバルin倉吉実行委員会

来場者へ、県立美術館の観覧割引券を配布

長州どりの「ちくぜん総本店」、丸亀骨付鳥の
「玄奥（げんおう）」など、本場有名店1５店舗が出店

地元産の良いものを「フェアな価格」で購入しよう！
「地産地消」で生産者も消費者もウィンウィン！

アンケートに回答して星空舞（新米）等の県産品
プレゼント

・スーパー・飲食店での県産品購入特典の実施
抽選会、ポイント５倍進呈、ワンドリンクサービス等

・テレビ・ラジオCM、特設Webサイトで平井知事
（フェアいぃ信じ）のアニメ動画公開

地元ダンスチームやご当地ヒーローショー、伝統芸能（牛追掛節）で盛り上げ


